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地下資源の発見と開発

(その3)

鉱山発見の開拓者たち

国際的非鉄鉱山会社ファルコンブリッジの創設

苦闘の金レッドレイクの発見

ノｰザンカナダより生まれた『ノランダ』の探鉱

小説に因み発見されたブリンフロン物探で発展したハド

ソンベイ

5.アンビル鉱山の発見と探鉱

(1)国際的非鉄鉱山会社ファルコンブリッジの創設

1887年までカナダにおける非鉄金属鉱物の発見はサ

ットベリィ盆地の南西部が主体であった.というのも

北部や東部は特に深い森林と湖沼におおわれ表土も厚

く堆積していたからである.しかしこれも時間が解

決しまず南東部で鉱物が発見された.森林監守人で

あったリチャｰドドナフィがファルコンブリッジの部

落一帯を見廻ったある日赤緑色に輝く変わった岩石を

発見した.その岩石は銅とニッケル鉱物を含みこれ

カミ今日ニッケノレでは世界第二の生産をあげ世界の鉱

業会社では特異の存在とたっているファルコンブリッ

ジ発祥の鉱石であり鉱区である.カナダの鉱業史で

は一応ドナフィを発見者としているが鉱業歴史家で知

られているリチャｰドロングエヤｰは鉱床学者の通読

するエコノミックゼオロジィ(1956)の中で

『私の見解ではファルコンブリッジ鉱床の発見功労者はト

ｰマスエジソンウイリアムスミスそしてハウフロバｰ

トである』

とのべている.ウイリアムスミスはアメリカミネソ

タ州ミネアポリス出身の法律家である.カナダの鉱物

に魅力を感じ探鉱家に転進して当時サットベリィに住ん

でいた.一方ノ･ウフロバｰトはミネアポリスのロン

グエアｰ探鉱会社に勤めていた地質技師で当時カナダ

に出張してスミスと知已を深めていた.二人はト

ｰマスエジソンがニッケノレアノレカリ電池を作るに必要な

ニッケノレを探鉱するため竪坑を掘り地表から25mで崩

壊したままとたっているのを聞込みこれを買収した.

二人は竪坑を復修しロバｰトが計画しスミスがこれを

実行したこれは1916年に再開された.再開後エジ

ソンが中止した所からわずか6血下部で大鉱床に到達し

た.鉱床は立派な銅ニッケル鉱であり驚くなかれ

埋蔵量570万トンに達するものであった.しかし二

人はエジソンの亡霊に悩まされてか相次いで死亡し相

郷原範造

続者のベネットとロングエアｰが鉱山開発を引っぎこ

れカミ今日のファノレコンブリッシニッケル社に成長してい

ったのである.しかし会社は設立したもののバラ色

で前進はしたかった.前記二人の死亡と技術資金不

足に悩み無益に!0年以上はすぎている.最低でもコ

ストに見合う生産をするためには約250万ドル(9億円)

の調達カミ必要であった.当時としては前記カナダニッ

ケルカンパニｰやインコに立ち向かうことは相当厚い壁

であったらしい.

ここに一人の鉱業人が登場するのである.

彼の名前はセイヤｰリンドスレィである.彼はサッ

トベリィの他の地区で鉱区を設定し積極的に探鉱した

かいあって新鉱床を発見.!926年にサットベリィベ

ｰズンマインリミテッドたる会社を設立して開発に乗出

した.リンドスレィの人物評をオンタリオ政府高官は

『リンドスレィほどカナダの鉱業人のうち注意深く勤

勉な人も少ない』とのべている程で彼は計画を綿密に

し二年後ニッケル鋼の価格カミ下り多くの鉱山が維

持出来たくたった時も鉱山を休止することたく経営を続

けている.しかし彼も『今後の会社経営は共同事業

である』ことに注目しファルコンブリッジを1928年買

収する形で合併したのである.かくて合併したファノレ

コンブリッジは救世主リンドスレィの登場により再建

され製錬所も建設し1930年には300トンのニッケル

マットが出荷され鉄道開通と共に町も拡大して行った.

しかし残された問題はニッケル精製であった.1930

年代にはインコは一層拡大し前記モンド社とも合併

し一大企業どたりノ･イベニット精製法を独占しボニ

トカリボｰネにそのプラントを建設して操業していた.

そこでレントスレィはインコのニッケル抽出法の処理

権を得て欧州で操業すべく計画したのである.ノル

ウェｰのクリスティアシスタントのプラントを買収し

マットを船積してそこで精製販売を開始した.

この時からファルコンブリッジのニッケルは第二次

大戦中を除いてノノレウェｰで精製されている.ドイツ

に一時占領されたこともあるが同社は不景気の時も痛

手をうけることなく順調に生産されて拡大し1931年に

はアメリカの鉄鋼会社へ大量輸出されその量は約1,750

トンに議し!933年度における純利益は4億円に達す�
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るまでになっている.朝鮮動乱が1950年勃発した時は

ニッケルの需要はさらに増加しジェット機材原子力

･宇宙工業の発展と共にファルコンブリッジも鉱山製

錬精製工場を拡大しそのニッケル生産も年間15,000

トンから27,500トンとなり1964年には遂に40,000トン

台の生産とたっている.

1957年以来同社の社長フラッシャｰ博士はいろいろ

の会社を吸収合併し多くの子会社関連合杜を設立し

カナダのほか国際的にもユニｰクた存在となっている.

関連合杜として今日次のものがある.

��
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ユｰコン準州のユナイテッドケノビル銀鉛亜鉛鉱山

カナダ西部にあるジャイアントエロｰナイフの金鉱山

アフリカウガンダのキレンベのカッパｰコバルト鉱山

ケベック州のオペミイスカカツバｰ鉱山

ニカラガの銅鉛亜鉛ニッケル鉱山

アルバｰタ州の石油ガス田開発

リンドスレィは重役会のメンバｰとして今日84歳を

数えたから大西洋いや世界を跨にかけて活躍を続けて

いる.同社は常に新しい鉱山に注目し探査に力を入

れて鉱石をみつけ毎年良鉱体を発見している.その一

つがカナダに知られているノｰス銅鉱山でありストラ

ス銅ニッケル鉱山である.かくて同社はカナダニッケ

ル生産の1/･を占めるようにたり最も新しい鉱山開発は

北ケベックで始めているウンガバ地方のニッケル銅鉱山

である.同社々長フラッシャｰはカナダサスカチワ

ン州生まれの技術者でありノ･一バｰト大学の博士コｰ

スを終えたあとファノレコンブリッジの探鉱開発を担当

し1957年よりその職にある.同氏は『今後国際

的な飛躍を目標にする』とその年頭挨拶をしている.

たおブラジャｰはトロント大学の教授も兼任しており

鉱山経営については権威者として知られている.

(2)苦闘の金レッドレイク発見

カナダアメリカの国境には五大湖がある.その一

つがスペリオル湖である.このスペリオル湖の北酉方

約440km人跡未踏の荒野に白人がわけ入ったのは1786

年のことである.白人達はノ･ドソンベイの競争者ノｰ

スウェスト会社の商人達で金や銀鉱よりも毛皮類に興

味をもって来ていた.その根拠地は湖のほとりレッド

レイクの田舎町である.

『レッドレイク』がそう呼ばれたのはインディアン

の伝説で湖の水が動物の血によって深粗に染められた

とも一説には悪魔によってインディアンの狩人がこの

地で殺されて赤く染まったともいわれている.

1920年代からこのレッドレイクは鉱業活動の一つの

中心どたり悲喜こもごもの活動が繰り広げられある者

は失望しある者は成功して鉱山を開き大きい富を築い

ている.こうしてこの地では1930年代12鉱山が操業

生産しうち4鉱山は今日でも金を生産している.レ

ッドレイクは有史以来2億6,500万ドル(954億円)の利

益を上げ今日でも約7,000人の人達カミ生活している.

40年前まではこの地に行くためには湖を渡りつぎカ

ヌｰで行く以外に方法はなかったが今日ではハイウェ

イおよび空港が設備され近代的た印とたっている.

レッドレイク周辺が鉱業的に重要であることを初めて

発表したのはカナダ政府の地質技師ロバｰトベルであ

る.この発表は1893年のことでこのレポｰトカミこの

地区の最初の探鉱活動をリｰドした.1897年イギリ

スの探鉱グルｰプはこの地に調査クルｰを送り地質

技師ギルバｰトの指揮によって調査を始めた.到着し

て数カ月目幸にも湖畔で鉱脈状の金を発見した･金

は人の心を曲げるといわれる通りパｰティの内ゲバに

よって隊長のギルバｰトは殺されクルｰは分裂してし

まった.かくて調査隊は不成功に終わり一時期レッ

ドレイクは音の寒村にもどった.そして四分の一世紀

カ主すぎた.

その後この地を訪れたのはクイｰンズ大学のブノトス

教授である.彼はニカ年の研究結果を発表した.

『鉱物露頭は特に発見されなかったが地質鉱床学的にはき

わめてポテンジヤリティの高い所である』とのべている

このレポｰトは探鉱家を刺激し1922年には多くの探

鉱家地質技師がこの地に乗込み特に銀鉱をめざすも

のが多かった.この地に来た山師技師は約50人の人

達が知られている.それらの人達のうちからいくつ

かを紹介する.

その一つのパｰティにエノレバｰトティレルフレッ

ドキャロルオｰレガスタプソンオｰレサンドからた

る組があった.彼等は25年前イギリスのパｰティが失

敗した所を再調査し彼等の一人ティレルがここで自然'

金を再び発見している.これが今日も生産を続けてい

るマッケンジｰレッドレイク鉱山である.テイレノレと

キャロルは別た所でも自然金を発見しこれカミその後

マクマック鉱山リッチマック鉱山どたり前者は1940

年～1948年後者は1940年～1950年生産している.

キャロノレはまた南部で自然金を発見しコチエノｰノレ

ウィリアンヌ鉱山を開発しレッドレイク地区では最も

優秀で成功した鉱山とたっている.この地で初期に生

産開始をした鉱山としてノ･ウリィというのがある･

1930年に生産に入っているがロｰネノ･ウリィマック

/･ウリィ兄弟によるものである･�



一46一

以上のように･レッドレイクは1925年以来金ブｰム地帯

とたっているが興味深い男としてマリアスマトセンと

いうのがいる.彼は20歳の時速くデンマｰクからカ

ナダに移民してきた若者で初め鉱山会社に就職したカミ

カナダに失望して一時帰国した.しかし『デンマｰ

クでは将来性がない』と再びカナダにもどり1926年1

月5人の友人と4匹の犬と共にこの地にやってきた.

金発見のブｰムに乗ったこの若者達は早速あちこちを

探鉱したが仲間は一人減り二人減って遂にマ`リア

スマトセンｰ人にたってしまった.それでも彼は血の

にじむ思いをして金探しに没頭し遂に金鉱脈を発見し

た.これがその後発展したマトセンレッドレイク鉱山

会社である.レッドレイク鉱業人の一人にネブファノレ

ケンノ･ムという男がいる.彼は鉱業資材を販売する商

店を開き食堂を経営しまた探鉱に必要た犬を提供し

ていたが･1926年には彼自身鉱山開発に乗朗して成功し

ている.今日この地にあるファルケンノ･ム湖は彼に因

んで名付けられたものらしい.

カナダ鉱業史によ1く出てくるマクドゥノゥｰも1926年

この地で金生産をしている.彼は前記マトセンと鉱山

を統合しマド中ンレッドレイクマインリミテッドと改

称して大きい企業体とすることに成功している.

マトセンの友人にオｰスチンマクビｰフという男もい

る.彼は最初マトセン社で働いていたが北方で當鉱

体を発見し1937年には彼自身鉱業主とたりノ･ウィｰ

鉱山として850t/周の生産に成功している.

前記マトセン鉱山は高品位金鉱で緯祷され今日レ

ッドレイク地区では主要鉱山の一つである.1970年約

400人がここで働き1938年より今日まで約700万トンの

鉱石が採掘されている.

(3)ノｰザンカナダより生まれた『ノランダ』の探鉱

老練でかつ経験豊かた探鉱家が1920年カナダケベッ

クの北酉部一寒村で発見した『最も魅惑の一片』が今日

では世界で最も大きい鉱山の一つとたっている.この

]片がノランダ鉱山企業体の核であり発祥でもある.

その老練た探鉱家とはエドホｰネである.彼は225

ドル(81,000円)のグルｰブステｰキ契約によって大鉱

床を発見しそれが成長して今日の鉱山投融資機械

の総合金杜ノランダにだったのである.

今日ノランダの3万株株主の91%はカナダ人であり

うち86%の株はすでに発行済である.ノランダは54の

操業会社を擁しうち27の鉱山(うち16鉱山はカナダ)

5つの製錬'精製所をもち34の機械工場よりなり15,O00

人以上のカナダ人が働き年聞の全企業の販売高は5

億ドル(1,800億円)に達している.ところでノラン

ダの根拠地ケベック州が鉱業州となったのはフランス

人カミ移民してきたあと1920年ホｰネが鉱床を発見した

後である.以後鉱業についてはノランダが指導を続

けケベックの鉱業生産はいやが上にも急伸している.

エドホｰネは鉱業レベルの高い大西洋捧ノバスコチ

ャに生まれ全生涯を鉱業にささげた人である.

彼は19歳の頃はじめて自宅に近いエンフィルドの金

山で働きその後アメリカに渡りいろいろな鉱山を見

学し鉱業知識を習得した.その後彼はカナダ北オンタ

リオの地下資源に注目しトロントに近いニュｰリスカ

ｰトに家を新築しそこを活動のべ一スにした.当時

すでに北オンタリオでは鉱業活動が精力的に進められ

コバノレト町のシルバｰラッシュ時代でもあった.

ホｰネは美しい金鉱をみては自宅周辺の山々をめちゃ

くちゃに歩き廻ったという.彼の歩き廻った地方の一

つにオンタリオとケベック州境の鉱床地帯もあった.

州境より約50kmの所にオシスコ湖があった.その湖

は後にトレモイ湖と呼ばれているが彼は同顧録の中で

こう書いている.

『私はこの湖畔で鉱化作用を示す示徴を見付けた.･しかし

その示徴は今までみてきたものと全く異質のものである.私

は魅力ある片鱗をここで見てこの地は有望芦感じた.･しか

し土壌を集めて水洗したが金は一一粒もとれず一度はあきらめ

一でほかを歩いていた.しかしどうしてもオシスコ湖の魅力が

あきらめきれず私は5年後再びこの地を訪れた.時に

1917年のことである.私はオシスコ湖で中食をとっていた時

鉱化作用をうけた流紋措を発見した.見た目にはあまり価値

あるものではたかった.しかし流紋岩の多い所を掘ってみた

ら黄鉄鉱が多く出てきたので価値ある鉱化帯の一部であると

信じた.しかしすでに所持金もなくこれ以.卜仕事を続ける

ことが不可能となった.

私は早速町にどもりあちこちと歩いて金主を探し廻った.

現物のない話には講も耳をかしてくれない.こうして時間が

たちむだな日々が続いたがやっと11人の人達が私の話を信

じ資金を集めてくれたのである.この資金が合計225ドル

である.鉱床の発見によりその後資金は3,500ドルとなり

13人からなる『トレモイ湖探鉱租含』たるものが結成された.一

私と仲間エドミラｰが探鉱を進め13人の人達が鉱区を取得し

資金を調達してくれた.私には組合の株が4%与えられたの

です』と.

1920年には鉱山の全貌も明確とたりここにホｰネ鉱

山が建設された.i鉱床はすべて硫化物であり1922年

には山火事で被害をうけ一時は鉱山放棄も考えられた.

しかしホｰネは金も異常に多いことを述べ鉱区を広げ

資金源について真剣に考え始めた.この鉱山開発はも

はや小さい組合シンジヶ一トではどうにも肢らたいこと

を覚りそれにはニュｰヨｰクに乗込むしかなかった.

こうしてニュFヨｰクの協力者を探し求めた.�
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その年のはじめ二人のアメリカ人がこの地に訪れ

た.サムエルトンプソンとハンフリｰカｰドボｰンで

ある.彼等はカナダ鉱山に投融資を考えていた.ホ

ｰネの友人ピｰタｰグラハムはこの事を知りこの事を

ホｰネに伝えた.渡りに舟である.かくてホｰネと

カｰドボｰンの会談がもたれ1922年の8月トンプソン

カｰドボｰンの2人は現金と機械で32万ドルの金を支払

ってオプションを取得したのである.たお契約では10

%の権利をトレモイ湖探鉱組合にも残しこうして一緒

にたってこの鉱山開発を進めたのである.このことは

政府の鉱山委員会からも発表されこのニュｰスにより

ケベックに近いこの一帯は鉱山ブｰムとたった.探鉱

家として知られるロバｰトギャンブルフレッドデビ

スがまず進出しペットとマクドゥノゥｰの二人の兄弟

(カナダでは有名な鉱業一家として知られている)等も

かけつけている.1923年ホｰネｰトンプソングルｰ

プはノランダという名称の会社を設立しはじめて鉱

区内の試錐を開始した.たおノランダという名称は

ノｰザンカナダという所から作られた新語である.初

めの試錐は何の示徴もたかったが12本目の試錐で地表

下約5缶で塊状の硫化鉱体に着鉱しその深部は約43皿

まで続いた.初めの15皿はほとんど塊状の磁硫鉄鉱で

CuO.93%Au6.58ドルも含まれその次の24m間は

Cu8.45%を示し銅鉱石カミ主体であることが確認され

た.

1927年には生産が始まり14ヵ月後には鉄道も開通し

この鉱山はノランダが90房の株を所有す亭鉱山会社(ホ

ｰネカッパｰコｰポレ｣ション)として前進することに

たったのである.しかし1927年ホｰネは彼の株を会社

に譲り鉱業界から引退しノバスコチャで立派た農夫

とたり1953年89歳で生涯を閉じ･ている.

一方トレモイ湖探鉱組合のメンバｰはホｰネのお

かげで32万ドルのオプシゴンを受取りノランダの株式

125,O00株による配当ですでに600万ドルをうけ次の20

年間には約750万ドルは得られるだろうといわれてい

る.1923年の有名たH鉱体発見はノランダの価値を高

め1931年の新鉱体発見によりノランダは盤石の基礎を

えている.これは『ロｰH』と呼ばれている鉱床であ

る.1926年には早々とホリンジャｰ社の融資をうけて

ノランダは銅の製錬所を建設しそれに伴って二つの町

も作られた.一つは『ンランダ』であり他の一つは

『ロｰイン』である.この二つの町は今日でも北ケベ

ックの鉱工業一商業の中心地として栄えている.近年

ノランダはセントロｰレンス河口のガスペに.も銅鉱業中

心地を作った.

ユ935年ノランダはケベック地質調査所のレポｰトを

検討した結果ガスペｰ帯は金属鉱物が豊富であるこ

とを知った.早速ノランダのベル博士に1937年再調査

を命じた所司博士も有望である旨報告した.そこで

ノラ･シダはこの地に鉱区をもつミラｰ一家の協力を得て

開発オプションを得た｡ミラｰ一家の鉱区は1909年

アノレフレッドミラｰがこの地を探険し赤く焼けた岩

石を発見しその記録を子供に伝えミラｰ三兄弟が

1921年再調査してこれを確認鉱区を設定していたもので

ある.ノランダは試錐を始めたが第二次大戦と次り一

時休止その後ガスペカッパｰマインリミテッドを設立

し1948年試錐を再開してここに埋蔵鉱量3,000万トン

の銅鉱床を確認している.'

鉱山は1951年に生産を始め選鉱場は1954年末には動き

だし同年製錬所も活動開始した.これらは二つの谷

間に作られ新しい町はムルトッチビルと名付けられ

た.これはノランダの初代社長ジェｰムスムノレドッチ

に因むものである.ノランダの主要産物は金銀銅

でありカナダ非鉄金属生産の約40%を占めている.最

近は木材の共同開発のほかスチｰルワイヤロｰププ

ラスチックパイプ鉄鋳物生産にも進出し特に亜鉛生

産は注目され年間に24万トンの大量に達している.そ

の原料鉱石はケベックに建設したバレｰフィノレドの製錬

所で精製され能力残は輸出されている.

(4)小説に因み発見されたブリンフロン物探で発展

したハドソンベイ

1915年の暑い夏のことである.探鉱家の一グルｰプ

がカナダマニトバ州とサスカチュワン州の境界西側に

点々と続く湖沼地帯を調査探鉱していた.この地区に

は部落といっても名もたくほとんど人跡未踏旅行者

カミ来ても止まることのほとんどたかった時代である.

しかしトムクレイトンションおよびダンモッサｰ

兄弟レオンおよびイサドレデイオン兄弟そしてダ

ンミリカンといらた探鉱家達は例外であった.

彼等は互に助け合い情報を交換して探鉱した.ま

た彼等はインディアン違とも仲よくインディアンの採

集してきた岩石鉱物を鑑定してやった.特にクレイト

ンは硫化物の鑑定には秀でていたらしい.･｡

現実として鉱物の発見というのは多分にチャンス

違に恵まれることが必要である.偶然に発見すること

も少たくたいがこれも運といえるかも知れたい.こ

のパｰティはクレイトンの計画に従って食糧不届に悩

まされながら探鉱した.しかし鉱物は発見出来ず引

き上げることにたった最後の目偶然に計画にたかった

所で露頭を発見している.この鉱床に彼等は『フリ･ン

フロン』という名前をつけた.こ･の名前は彼等が調査�
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中愛読していた本の一章からとったものでその本はフ

ロネチンという小説家の書いた『太陽のたい町』といい

『地球の深部に降りて行くと太陽の光のようで太陽で

ない光に輝く新天地夢の町がある』という筋書である

らしい.こうして発見した露頭を中心に調査探鉱の拡

大を計ったが資金がとだえ遂に彼等は探鉱を第三者

に依頼した.かくてここに登場するのかノ･イデンス

トンである.彼は約5万ドルを使って探鉱したが当

った鉱石は品位が低く鉱石組織も複雑だったためあき

らめてしまった.そして第三の男デｰビィノ･スキ

ンカミ現われた.彼も約5,000㎜の試錐探鉱を行なった

が十分な成果をあげ得ず引き上げてしまった.

最後に登場するのがウィリアムポイストンプソンであ

る.彼は広範囲の調査探鉱から進めてまとをしぼり

合理的な探鉱を進めた.その結果次々と新鉱体を獲得

した.ここにマイニングコｰポレｰションオフカナダ

という勇壮た名前の会社を設立し竪坑を開きくして大

鉱床の全貌を明にしたのである.

当時鉱量は1,800万トンで金銀銅亜鉛鉱であ

った｡しかしその後何らかの理由で1925年まで鉱区

は開発されないまま放置されている.その理由は現在

なお不明である.1925年ニュｰヨｰクの鉱業家ノ･一

リィ等によって開発が計画され当時の金で約85万ドノレ

で開発が始められた.1927年には再び新会杜が設立さ

れた.これが今日にも続いている.ハドソンベイマ

イニングアンドスメノレテングカンパニイｰリミテッド

(通常その呼び名をノ･ドベイといっている)である.

この桁上記マイニングコｰポレｰションオフカナダも一

緒にたりさらに鉱業会社として著名たニュモントマイ

ニングコｰポレｰションも参加(この会社の創設者は前

記トンプソンであり当時は小さかった)した.

1930年には鉱山はいよいよ正常生産を始め以来ノ･

ドベイは順調た成長を遂げカナダ第三の非鉄会社どた

り今日に至っている.1940年にはノ･ドベイはマンデ

ィという鉱山も開発している.この鉱山はブリンフロ

ンと同じ年に第三者によって発見されたものでこの鉱

山は鉱量枯渇まで銅メタル約10万トンが生産されている.

1947年アルベルトコップマンは同社の主任地質技師

として当時ウイニペッグ市にいた.ここで彼はマｰガ

レットという名の鉱区を会社のために買取り(約400ド

ルで買ったと記録されている)これが今日のシストレ

イク鉱山とたっている.この鉱区からは1964年まで約

100万トンの鉱石が生産されている.ハドソンベイは

1948年から電磁気探鉱を開始した,その成果はきわめ

て大きく今日同社が経営している12の鉱山のうち

1/2がこの電磁探鉱で発見されたものである1そのうち

ノｰススタrトンションの両鉱山は高品位の銀銅

亜鉛鉱山として知られておりブリンフロンスノｰレ

イク鉱山と共にノ･ドソンベィのシンボノレとして操業さ

れている.同社のビｰチレィクフレクサｰノレコロ

ネｰションオスボｰネレィクスタｰノレレィクホワイ

トレィグアンダｰソンゴｰストレイク等の鉱山も近

代的機械を駆使し科学的に操業されている.鉱業会誌

はハドソンベィのこの発展に対して『ハドソンベィの今

日の発展は地質技師コヅフマンシステムによる物探利

用による探鉱の成果であり企業に密着する学究の現わ

れであり科学探査におしみたく投資した経営陣の勝利

である』とのべさらに『カナダの物探技術は世界のあ

らゆる国より一歩前進している』ことを発表している.

(5)アンビル鉱山の発見と探鉱

鉱物鉱石に関して全くの素人でも鉱石発見の舞台

では時に二枚目を演ずることがある.事実クロンダイ

クのゴｰルドラッシュでは鍛冶屋や理髪師植木の職人

道路工夫等が専門の鉱山師に混って鉱業活動に奮闘して

いる.しかし1900年20世紀に入った頃からは素人

の発見は次第にむずかしくたってきた.一獲千金を夢

みてもその対象地は次第に奥地へと移らねばならたい.

探鉱による鉱物の発見はかくて混乱と逆上との戦い

であり風雪に埋れる自然との戦い憲険と苦闘それ

らの集積を克服しかつ偶然な幸運が重ならなければな

らたい.特に20世紀に入ってからは地質に明るい技師

が科学的器材を擁して乗出してくれば自然山師の行手

はせまくなってくる.

しかし地質技師といっても新しい鉱床発見は人跡未

踏の奥地でなけれぱむずかしく彼等の成功には発見

の端緒の解明詳細た探鉱計画安価な開発計画そし

て老大た資金利益の還元収益性が要請されるように

たってきており新鉱床発見も容易ではたい.

このためには単独行動より組織による探鉱が効果的

であり鉱床発見も近道である.

北極圏の探鉱は困難な所の一つとされている.それ

を克服し素人と学者が組んで成功した例がある.それ

がカナダユｰコン準州の北極圏内で大規模た鉛亜鉛鉱床

を発見し開発したアンピノレ鉱山のグルｰプである.

この鉱山の成功はインディアンと地質学者アロアオｰ博

士の組織化のたま物といわれている.この鉱山の探鉱

は総指揮アオｰ博士発見者インディアンのクｰラン

の案内ロナノレドマッカラムの資金調達ゴｰドンデビ

スの地質調査によるものであるがアメリカロサンゼ/レ�
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スに本社をもつサイフラスマインズコｰポレｰションの

強力な資金技術協力も一翼をにたっている.

この地の鉱物の最初の発見は前述の通りインディアン

のクｰランであるが彼は1953年バンコルダクリｰクの

河岸で黒い鉱物を発見した.部落の物知りによりこれ

が鉛亜鉛であることが確認されそのニュｰスはまたた

く間に広がった.探鉱を主業務とするトロントのテッ

ドチスホノレム会社か早速に乗込んで試錐を行ない亜鉛

4.96%鉛4.16%銅0.27%銀1.76オンス金O,02オ

ンス940万トンを獲得した.これが今目新聞で発表

されているバンコノレダ鉱床である.

クｰランは謝礼金として15万ドノレを受取ったが近く

の町ホワイトホｰスで4～5目で使ってしまった.彼

は淡白で性格も大きく仕事として自分で自分の鉱山開

発を企て再び山に入って探鉱を開始した.インディ

アンの彼はバンゴルダに似た鉱石を求めて3年目遂に

第二の鉱床を発見した.これが後にダイナステイお

よびアンビノレ鉱床として発展したファロｰ鉱床である.

彼は早速鉱区を設定し友人知人より借金をして探

鉱にとりかかったが素人の悲しさ収益性を算出する

ことが出来ずまた当時の価格低下に合って放棄してし

まった.この時1956年前記バンゴルダも鉱区維持

が困難となり鉱区をカｰアディソンマインズ社に譲渡

してしまった.カｰアティソン社はそこで探鉱を継

続しクｰランも傭い入れた.

クｰランは1961年三度目の幸運の星をみつけカム

銀鉛鉱床の示徴を発見している.彼はインディアンで

あるが運に恵まれ鉱山発見の選手でもある.

話変わってアオｰ博士はカナダバンクｰバｰで最も

信頼ある地質技師として知られている.ユｰコン西

部アメリカを広く歩き10億ドノレ以上の鉱床を発見した

人としても知られている.

バンクｰバｰ島に生まれブリチッシュコロンビア大

学とカリフォノレニア大学を卒業し博士号をもちオレゴ

ン州立大学で岩石鉱床の講義をすると共に北アメリカの

鉱床発見に努めてきた人である.彼は探鉱調査の進行

に伴い鉱山会社あるいはシンジヶ一ト設立の必要を感じ

ていた.1962年アオｰ博士はゴｰドンデビスという

ブリチッシュコロンビア大学卒の地質技師を第一号の社

員として雇入れた.デビスの最初の仕事はシトキン

地区銅鉱床の野外調査であった.デビスは大いに活躍

し成果を上げた.また1962年末にはロナノレドマッカ

ラムが博士を尋ね1964年にはクｰランと博士が握手し

て同年4月クｰランはファロｰ鉱床を提供しここに

ダイナスティエキスポレｰションリミテッドを設立した

のである.アオｰ博士カミ社長マッカラムが常務取締

役クｰランが取締役鉱区担当デビスが取締役調査担

当という組織である.

同年一般に株式が公開された70万株が販売され

20万ドルが集められて探鉱費に当てられた.これはす

べてマッカラムの手腕とアオｰ博士の人望によっている.

早速ファロｰ鉱床の探鉱は積極的に進められ物深

化探も併用された.さらに同年9月には空中磁気探

査もスタｰトしてユｰコン州内に無数に鉱徴異常地が発

見された.磁気異常重力異常化探異常地の重複す

る所には試錐が行たわれ約1万㎜の試錐の結果ここ

にファロｰ鉱床の全貌は明らかになった.時に1965年

6月末のことである.

しかしここで会社は資金難どたり再び20万株を公開し

た.この時は一株一ドルで売買され思った以上の資

金カミ集った.でもなお資金が必要であるため会社

はサイフラスマイニングコｰポレｰションと交渉し24

時間という短時間の会談によって契約が完了しサイプ

ラスは5万ドノレを用意した.こうして探鉱は順調に進

み同社は道路建設についてユｰコン準州に交渉しこ

の探鉱開発プロジェクトは佳境に入った.遂に労務者

は120人を越えた.

マヅカラムはユｰコンバンクｰバｰロサンゼル

スを飛廻りクｰランは100トン鉱石を集めては採

掘テストをしたり道路河川橋梁を担当しデビスは

試錐のほかブルドｰザｰに乗ったり竪坑の下で活躍し

た.アオｰ社長は夜明けから日暮れまでヘリコプタｰ

にのって広域の調査を続行し二糸乱れずの行動をとった.

このことは株価にも現われいつのまにか同社株は一株

15ドノレに達した.

1965年11月末第2鉱体の探鉱も完了した.この時

点で鉱石の品位は鉛亜鉛を合わせて約10%ノｰザン

マイナｰ紙は鉱量約3,000万トンに達したと発表した.

早速F/Rの作成選鉱テストが始められこれは1966年

g月に完了した.それにより本鉱山開発には約1億ド

ルの建設費が必要であり世界一の鉛亜鉛鉱山となるこ

とが保証された.こうたるとあとは資金調達業務であ

る.組織と資金調達の組み合わせは利審得失があっ

てむずかしい問題の一つである.こうして1965年12月

1目新会社アシビノレマイニングコｰポレｰションが設

立された.

(以下13頁へつづく)�


